
 

  

  

  

秋秋のの火火災災予予防防運運動動がが実実施施さされれまますす！！  
  秋秋もも一一段段とと深深ままりり、、今今ままでで使使用用ししてていいななかかっったたスストトーーブブななどど火火をを取取扱扱うう機機会会がが多多くくななるる時時季季  

ととななりりまますす。。  

扱扱いい慣慣れれたた火火ででもも油油断断すすれればば火火災災にに繋繋ががるる危危険険ががあありりまますすののでで、、今今一一度度「「火火のの取取扱扱いい」」ににはは  

十十分分気気ををつつけけままししょょうう。。  

  

【【統統一一防防火火標標語語】】  

「「ひひととつつずずつつ  いいいいねね！！でで確確認認  火火のの用用心心」」  

【【運運動動期期間間】】  

１１００月月１１５５日日（（火火））かからら１１００月月３３１１日日（（木木））  
  

    火火災災予予防防運運動動期期間間中中、、消消防防支支署署とと消消防防団団ととのの合合同同にによよるる一一般般家家庭庭のの火火災災予予防防査査察察をを実実施施ししまますす  

  ののでで、、村村民民のの皆皆様様ののごご協協力力ををおお願願いい致致ししまますす。。  

  

ササイイレレンンをを鳴鳴ららししまますす！！  

消消防防署署猿猿払払支支署署でではは、、運運動動期期間間中中（（１１５５日日、、２２００日日、、２２５５日日、、３３００日日））のの４４回回、、午午後後７７時時にに  

３３００秒秒間間ササイイレレンンをを鳴鳴ららししまますすののでで、、火火災災ととおお間間違違ええののなないいよよううおお知知ららせせ致致ししまますす。。  

 

暖暖房房機機器器のの点点検検・・整整備備ににつついいてて  
  ここれれかからら冬冬季季ににかかけけ、、暖暖房房機機器器をを使使用用すするる機機会会がが多多くくななっっててききまますすがが、、点点検検・・整整備備等等ははおお済済  

  ででししょょううかか。。暖暖房房機機器器のの通通気気口口やや吸吸気気フファァンン等等ににホホココリリややチチリリがが溜溜ままるるとと、、不不完完全全燃燃焼焼ガガススがが  

  発発生生しし、、そそののガガススにに引引火火すするる「「吹吹きき返返しし現現象象」」がが起起ここりり、、火火災災がが発発生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。  

    ままたた、、暖暖房房機機器器ををおお使使用用のの際際はは近近くくにに洗洗濯濯物物をを干干ししたたりり、、ススププレレーー缶缶等等をを置置かかなないいでで下下ささいい。。  

    カカーートトリリッッジジ式式ののスストトーーブブのの給給油油はは必必ずず火火をを消消ししててかからら行行いい、、給給油油キキャャッッププががししっっかかりり閉閉ままっっ  

  てていいるるここととをを確確認認ししままししょょうう。。  

  

住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの点点検検ををししままししょょうう！！  

住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの設設置置がが義義務務化化さされれ、、５５年年以以上上がが経経過過ししまますす。。  

住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの『『ボボタタンンをを押押すす』』ももししくくはは『『紐紐をを引引くく』』ここととでで、、簡簡単単にに作作動動確確認認ををすするる  

ここととががででききまますす。。電電池池切切れれをを未未然然にに防防ぐぐたためめににもも今今一一度度、、住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの作作動動点点検検のの実実施施  

ををおお願願いい致致ししまますす。。  

村村民民のの皆皆様様ののごご理理解解ととごご協協力力ををおお願願いい致致ししまますす。。  
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